
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
日
春
聖
人
二
二
三
○
’
一
三
一
二
は
、
日
蓮
聖
人
（
一
三
三
’
一
二
八
二
、
以
降
宗
祖
と
い
う
）
か
ら
蓮
明

阿
闇
梨
日
春
の
名
を
賜
っ
た
宗
祖
直
弟
の
僧
で
あ
る
。
師
は
、
宗
祖
の
命
を
う
け
て
中
老
日
法
聖
人
二
二
五
八
’
一
三
四
二
と

と
も
に
駿
河
岡
宮
に
光
長
寺
を
開
き
（
一
二
七
六
）
、
布
教
を
重
ね
て
仏
殿
造
立
の
発
願
を
し
、
そ
の
落
成
直
後
に
遷
化
さ
れ
た
、
同

寺
の
開
基
同
時
二
祖
の
一
人
で
あ
る
（
開
山
は
宗
祖
）
。
光
長
寺
は
現
在
、
法
華
宗
（
本
門
流
）
の
大
本
山
と
な
っ
て
い
る
が
、
寺
史
に

よ
れ
ば
そ
の
前
身
は
天
台
宗
に
属
し
、
当
時
の
住
持
空
存
が
の
ち
に
改
宗
し
た
日
春
聖
人
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
日
春
聖
人
の
伝
記

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
俗
姓
や
出
自
に
関
し
て
あ
ま
り
考
察
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
ま
た
師
が
宗
祖
の
門
弟
と
な
る
以
前
の

来
歴
に
も
異
説
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
そ
れ
が
論
文
と
し
て
整
理
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
春
聖
人
の
伝
記
の
う
ち
、
ま
ず
宗
祖
の
門
弟
と
な
る
以
前
の
来
歴
に
つ
い
て
二
つ
の
説
を
紹
介
し
、
次
に
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日
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